
令和４年度働き方改革校内推進者養成研修 

「教職員の働き方改革挑戦校」 
 

県教育委員会では平成 30年度に「教職員の働き方改革プラン」を定め、長時間勤務の是正、ワー

ク・ライフ・バランスの適正化に取り組んでいるところです。 

今年度、学校の働き方改革をさらに加速させるために、県内から「働き方改革挑戦校」を募集し、

先生の幸せ研究所所長 澤田 真由美 先生の支援・助言を受けながら、校内の働き方改革の推進

を図るとともに、働き方改革において地域の中核となるリーダー教職員の育成をめざす研修に取り

組んでいます。挑戦校は、小学校５校、中学校５校、県立高校４校、特別支援学校１校の計 15校で

す。第１回研修を迎える前にオンラインでの座談会を行い、参加者同士で働き方改革について順調

に進んでいることや困っていることなどを中心に情報交流を行いました。 

全５回の研修の概要を以下にお伝えします。 

 

 

 

【第１回研修】９月 13日（火） 島根県教育センター 

☆研修の概要 

 《前半：講義・演習など》10:00～12:00 

   １．澤田代表の自己紹介、事業紹介 

   ２．働き方改革の目的やアプローチの仕方 

   ３．各学校の取組紹介等 

《後半：協議・ワークショップなど》13:00～17:00 

   ４．役立つ思考法「クリティカルシンキング」 

   ５．ワークショップ「時間予算ワークショップ」 

   ６．実現シートの作成・共有 

   ７．まとめ 

（松江一中：勝部主任作成の研修メモ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ☆研修の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研修を通して校内担当者とビジョンを共

有しながらじっくりと話し合いができてよ

かった。そのビジョンや手段について、グ

ループでの交流や澤田先生のお話を通じ

て、深めたり実現性の高いものにしたりす

ることができてよかった。 

 いずれの学校種・学校でも教員の働き方

はまだ解決されていない課題であり、学校

の実状によってアプローチは様々であると

感じた。また、改革の余地や見通し可能な

部分がまだまだあると再認識した。 

 他の学校の困りごとやそれに対する改善

方法など、自分の視点とは違う考え方に触

れて、刺激とやる気をいただきました。 

 澤田所長がとても元気で、気持ちよく研

修ができました。本校の一歩が動き出すプ

ランができました。 

 働き方改革をするためには、全校で対話

することが大切だと改めて感じた。目的意

識を共有して、ざっくばらんに話をして、

１つでも「やってよかった」と思えること

を実現していきたい。 

 推進リーダーとして、プランをもって行

動することの大切さを学ぶことができまし

た。自分自身の幸せとみんなの幸せのため

に「まずやってみよう」のスタンスでやっ

ていきたいと思います。 

 働き方改革が一校のみに留まらず、一校

の職員の転勤や本日のような研修、そし

て、挑戦校の取組を通して全県に広がって

いき、島根が働き方改革先進県になり、教

師を志す若い人材が一人でも増えていって

ほしいです。 

 プロジェクトをスタートしたところで、

次どのようにもっていくか悩んでいたが、

ワークショップのヒントをいただいたの

で、進めていけそう。 

 とにかくやってみる。タイミングを見計

らっている間に時は進む。 

レッツ・チャレンジ！ 



【第２回研修】10月 12日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：情報共有》10:00～12:30 

   １．前回の振り返り 

２．進捗共有（第１回研修からの動きなど） 

   ３．実践交流（校種別） 

   ４．情報共有システムを使った現状シートの作成 → 全体共有 

     ①よかったこと、続けたいこと、感謝したい人 

     ②いまいちなこと、課題、改善したいこと 

  《後半：業務改善ワーク》13:30～16:00 

   ５．「目的を出し尽くすワーク」（情報共有システムを使用） 

      →バイアスによって縛られている業務の目的や手段を問い直し、より上位の目的へと

アップデートすることにより、今ある業務を精査する。 

   ６．情報共有システムを使った実現シートの作成 

   ７．まとめ 

   ８．事務連絡（個別相談等について） 

 

☆「目的を出し尽くすワーク」のワークテーマと情報共有システムの画像 

    黄色付箋：関連する情報を出し切る 

桃色付箋：何のためにやっているのか 

水色付箋：何のためにやっていないのか 

 

 小学校班：ノートへのコメントについて 児童のノートへのコメントは何のため？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 



中学校Ａ班：生活ノートについて 生活ノートを書くは何のため？ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校Ｂ班：生活ノートについて 生活ノートを書くは何のため？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

中学校Ａ班 

中学校Ｂ班 



 高校班：地域との連携について 地域と連携を図るのは何のため？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第３回研修】11月９日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：情報共有・個別相談》10:00～12:30 

   １．前回の振り返り 

２．自校の取組の振り返り  

→ 校種別で共有 

   ３．今後の計画立案（アクションシート） 

→ 案をもとに個別相談（各校 30分程度） 

       ※個別相談の裏で情報共有 

  《後半：個別相談・事例紹介など》13:30～16:00 

   ４．個別相談の続き 

     ※個別相談の裏で情報共有 

   ５．事例紹介（保護者連携など） 

   ６．本日の振り返り 

   ７．まとめ（トリセツシートやモチベーショングラフなど） 

   ８．事務連絡（報告会の作成資料について） 

 

 ☆アクションシートの一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【第４回研修】12月７日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《前半：報告会の資料作成とブラッシュアップ》10:00～12:30 

   １．アイスブレイク 

２．報告会の概要及びフォーマットの説明 

   ３．資料作成（個人作業） 

   ４．ペアでのブラッシュアップタイム 

  《後半：個別相談・個人作業等》13:30～16:00 

   ５．個別相談 

      ※個別相談の裏で個人作業及び発表練習 

   ６．まとめ（報告会に向けて） 

   ７．本日の振り返り 

 

 ☆推進者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さまざまな取り組みを聞かせていただき

参考になりました。視点を教えてもらいま

した。やっぱり、対話が大事ですね。 

 あっという間に今日の時間が経ちまし

た。発表用の資料を作成しながら、今まで

の取組をふり返ることが出来ました。最後

の研修の際のイメージがもてました。各学

校の取組を紹介してもらい、活力をもらい

ました。ありがとうございました。 

 発表のブラッシュアップができました。

ありがとうございました。また、他校の取

組も知ることができて大変参考になりまし

た。 

 単に勤務時間を減らすためではなく、よ

り高い目標に向けての働き方改革でなけれ

ばならないと再認識しました。 

 他校の取組も参考にしながら、報告会ま

でに話したいことを整理しておきたいと思

います。 

この研修に出るたびに意欲が高まります。 

 発表の練習を見せていただいて、とても

参考になりました。発表のイメージがわき

ました。ありがとうございました。 

 メインメッセージがしっかり伝わるよう

に、対話を大切にしながら準備を進めてい

きたいと思いました！ 

 行った活動がメインに挙げた目標に近づ

けたか、というところが大切だと思いまし

た。 

 個別相談で、率直な悩みを聞いていただ

き、ありがとうございました。参考になり

ました。 

 他の学校の具体的な取組を様々知ること

ができ、参考になりました！ありがとうご

ざいました。 



【第５回研修】１月 18日（水） オンライン研修 

 ☆研修の概要 

  《発表者による練習とブラッシュアップ》10:00～12:10 

   １．進捗共有・情報交換 

２．発表練習・ブラッシュアップ 

   ３．報告会に向けた最終確認 

  《実践報告会》13:10～15:35 

   ４．第１部（全体発表会） 

     小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の代表１校ずつが発表 

   ５．第２部（校種別分科会） 

     校種に分かれ、代表校以外の学校が発表（質疑応答あり） 

   ６．第３部（全体会） 

     澤田代表による講評 

  《研修の振り返りとまとめ》15:35～16:00 

   ７．研修の振り返り 

   ８．まとめ 

   ９．記念撮影 

 

 ☆研修の様子 

   この報告会には、県内の公立学校、市町村教育委員会、教育関係者だけでなく、県外の教育委

員会や教育関係機関からも応募がありました。そして、全部で 100 を超える機関から 100 名以

上という多数のご参加をいただき、盛会のうちに終えることができました。 

   各挑戦校の働き方改革の視点やアイディアは、すぐに実践できるものが多くありました。こ

こから、さらに島根県の学校における働き方改革を前進させ、より豊かな教育活動が展開でき

るよう、県教育委員会としても引き続き力を入れて取り組んでいきます。 

 

☆参加者の感想（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 働き方改革は、「面倒くさい」「やりたく

ないからこれをやめよう」ではなくて、あ

くまでも先生方の心のゆとりを作り、多忙

感を減らすことによって、教育活動の質を

高めるために行うものだということを再確

認できました。たくさんの有益な提案あり

がとうございました。 

 対話やコミュニケーションなど、短時間

でも時間を確保して参加型の取組を各校が

工夫しておられることがよくわかりまし

た。先生や職員のみなさんが取り組みやす

いように、校長先生がビジョンを持ちリー

ダーシップを示している姿がうかがえまし

た。元気をいただきました。ありがとうご

ざいました。 

 「働き方改革があるから・・・」ではな

く、やはり普段から会話やコミュニケーシ

ョンができる職場環境があれば、互いに意

見や思いを共有しやすいのだと思います。

今日発表をされたどの学校もコミュニケー

ションを大切にされているなと感じまし

た。 

 「対話をすること」＝「一人一人の思い

ややりがいを大切にすること」＝「その人

を大切にしている」ということなのかなと

感じました。時間や仕事量だけの問題では

ないのですね。  

 さまざまな考え方を認めながら、少しず

つ当事者意識を醸成することが大切なんだ

と思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どの発表も参考になりましたが、具体的

に何がというよりも、私も腐らずやってみ

ようという意欲につながりました。ありが

とうございました。 

 働き方改革を推進していく立場でありな

がら、教職員の声を聴く機会をあまり設け

ていなかったと反省しました。小グループ

での話し合いの場を設けること、プロジェ

クトチームを考えるなど、できることから

始めたいです。 

 「スクラップ＆ビルド」の考え方、とて

も大切ですね！報告物等「ビルド＆ビル

ド」の現状の中、学校でできる「スクラッ

プ＆ビルド」で心の余裕を生み出し、改善

して、働き方改革に繋げていきたいと思い

ました。 

 さまざまな取組を知る貴重な時間になり

ました。自分事として考えることは、すべ

てにつながると思いました。できることか

ら、できそうなことからやっていきたいと

思います。 

 みなさん、ありがとうございました。動

くこと、変わるためには、まずみんなが課

題を自分事に捉えることですね。 

 働き方改革の取組は、学校の魅力化への

取組でもあり、教員という仕事の魅力化に

つながると思いました。 

 教職員がよりよい働き方ができるように

なり、それぞれが持っている本来の力を発

揮できるようになることが、ストレートに

子どもたちのプラスになると信じていま

す。 

 挑戦！という言葉はそそられますね。指

名されたことに気概を感じて取り組まれて

いる先生方の姿、勇気をいただきました。 

 みなさんの発表を聞いて，自分たちでで

きることを探してみます。まずは，「やっ

てみる」ことが大切ですね。 

 こうしてたくさんの方の意見を聞かせて

もらうと、具体的なものが学べて良いです

ね。発表されたみなさん、ありがとうござ

いました。 

 何かを進めるにあたり、一緒に相談でき

る仲間がいることが重要ですね。推進委員

とかプロジェクトメンバーとか体制作りも

大事ですね。 

 自分事にするために、職員のみなさんか

ら声を集めることが大事だと感じました。

参考になる実践が多かったです。 

 忙しいからこそ、変えていくために考え

ることが大切なのだと思いました。業務の

削減ではなく、精選が大事ですね。 

 フットワークの軽さ、やってみようとい

う雰囲気大切ですよね。子どもたちにもチ

ャレンジすることを求めているので、我々

もチャレンジしていきたいと思いました。 

 「できるかどうかわからないけど、やっ

てみよう。結果が出たらラッキー！」みた

いな気持ちで取り組めるといいのかもしれ

ないと思いました。 

 どうせ・・・という発想になりやすいの

ですが、そこに視点を当て、バイアスと取

り除く考え方は大切だと思いました。 

 バイアスが軽減すれば、変えていこうと

する意識が高まりますね。やはり、やって

みることが、大事ですね。 

 一人一人の生き方改革としての捉えは素

晴らしいと思いました。気づきや工夫を大

切にして、一歩ずつ進めていく姿勢がいい

と思います。 

 教員は子供たちのことを最優先で考えて

しまいます。大切なことですが、自分の時

間を大切にするために働き方を改革するこ

とは必要ですね。 



☆推進者の感想（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どの学校も「対話」をキーワードに取り

組んでおられ、対話から生まれたアイディ

アを実行に移していく方法を聞くことがで

きてよかったです。あとは、自走していく

ための仕組みづくりです。○○中さんの校

務分掌に入れるというアイディアを本校で

も取り入れたいです。 

 「やりたいこと」が軸にある方がいい。

「やりたくないこと」に文句を言いながら

仕事をするのではなく、「やりたいこと」

のためにそうではないことの業務を見つめ

直し、改善、時短していくことを考え、実

践する。そのスタンスに職員一同が向ける

ようになると、楽しいと思います。 

 全体会の発表も含めて、「対話」が共通

点でした。生徒同士の対話を促す立場の私

たちが、教職員という仲間の対話を大切に

していくべきだと再認識しました。あと、

リーダーとしては、その仕掛けづくりを心

掛けたいです。 

 挑戦校として取り組ませていただき、多

くの気づきと学びがありました。今回の研

修は、研修の中で思考する時間が確保され

ていたことが大きかったです。具体的に何

をどのように進めるかをこの研修の時間に

考える時間をもらった気がします。自助、

共助、公助、それぞれの学校の工夫ででき

ること、市教委や県教委のレベルでできる

こと、それぞれができることを前向きに進

めていくことが必要だと感じました。 


